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羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）
　６月 25 日（日）、ホテル花月で開催しました。
　事前に募集した自由題の部には、全国の 674 名から
2,382 句の応募があり、大会当日の席題の部には、『螢』

『蟹
かに

』『老
ろうおう

鶯』という席題のもと、214 名が投句。
　選者には、本市ゆかりの黒田杏子先生をはじめ各方
面でご活躍中の５名の先生方をお招きしました。

　また、「梟
ふくろう

」主宰・矢
や じ ま な ぎ さ お

島渚男先生による講演会、「芭蕉
は『わび』『さび』にあらず― ｢おくのほそ道｣を読み了

お

えて見えてきたもの―」が開催されました。
　受賞した作品と作者は次のとおりです。（推薦・特選
のみ、敬称略）

第 28 回 問黒羽芭蕉の里全国俳句大会事務局（文化振興課内）
　（９８）３７６８

●現在建設中であります新庁舎開庁後の湯津上庁舎の利活
用について、施設の市場性や民間企業が参入するための条
件などを直接事業者から聞き取ることを目的として、施設
の利活用に関する意見を公募するサウンディング調査を実
施します。
●対象となる施設
大田原市役所湯津上庁舎の執務スペースの一部
住所　大田原市湯津上５番地１０８１

　政策推進課　Ａ２階　　　 （２３）８７０１

●主要日程
８月１日（火）募集要領公表
８月 18 日（金）質問受付締切
９月 29 日（金）申込受付締切
10 月 10 日（火）～ 10 月 20 日（金）までに調査実施予定
本年度内に調査結果を公表する予定です。

※調査に係る詳細事項（調査内容、対象施設や日程など）は、
市ホームページをご覧いただくか、担当課までお問合わせ
ください。

庁舎建設後の湯津上庁舎の後利用に係るサウンディング調査を実施します新

わたしたちは　若い力をそだて
としよりをうやまい

大田原を明るいまちにしましょう

■大田原市役所
〒 324-8641
栃木県大田原市本町 1 丁目 4 番 1 号
電　　話  0287（23）1111
業務時間  8:30 ～ 17:15（月～金）
延長窓口  17:15 ～ 19:00（水）
※市民課・国保年金課・税務課・
　収納対策課・子ども幸福課・会計課のみ

音訳（デイジー）版広報をご希望の方は、下記へお問い合
わせください。　 福祉課　  １階　　（２３）８９２１

「広報おおたわら」はホームページや電子ブックでもご覧いただけます。
　  http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

８月は「食品衛生月間」です
　生魚などに寄生しているアニサキスという虫によって、激し
い腹痛や吐き気などが引き起こされる食中毒が近年増加してい
ます。60℃以上の加熱や、マイナス 20℃以下での冷却により、
アニサキスを殺すことができます。
　アニサキスの潜伏期間は約 8 時間なので、魚を食べて 8 時間
以内に激しい腹痛がある場合は感染を疑う必要性があります。

29 地域のひろば

14 健康おおたわら塾
熱中症にご注意を！！

子育て／健康・福祉／教養・文化　ほか

黒羽芭蕉の館だより／芸術周遊／地域おこし協
力隊活動レポート／自然観察館だより／天文館
だより／大田原図書館／那須野が原ハーモニー
ホール

日之出文庫寄付／第 28 回黒羽芭蕉の里全国俳
句大会／第 1 回健康セミナー／消防表彰

16 市からのお知らせ

07 トピックス
第 28 回黒羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）／大
田原市における人事行政の運営状況／平成 29
年度社会福祉法人　大田原市社会福祉協議会職
員採用試験／平成 29 年度行政書誌試験　ほか

32 スナップおおたわら
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■市長メッセージ

■今月の表紙

■掲示板

■市民憲章
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■広報おおたわら７月号　お詫びと訂正
　平成 29 年度那須地区広域行政事務組合
職員採用試験の記事に、次のとおり、誤り
がありました。

【誤】　8 月 10 日（木）消印有効
【正】　8 月 10 日（木）   必 着
大変ご迷惑をおかけしました。訂正してお
詫び申し上げます。

若い力を育てよう
　今月の市長メッセージの写真はわくわくチャレンジで市役所に来た
中学生との写真です。なぜ市長になったのかという問いに対し、若者
には｢この町に生まれてよかった｣、高齢者には｢この町に住んでいてよ

かった｣と思ってもらえる
ようなところにしたいと
考えたからですよと答え
ました。
　これからもその目標に
向けて精一杯、市長とし
てまい進していきたいと
思っています。
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　今月の表紙は、昨年行われた第
８回与一の郷夏祭りの様子です。
　今年も８月 27 日（日）に道の駅
那須与一の郷にて開催されます。
　詳しくは、本誌 21 ページをご
確認いただき、お問い合わせくだ
さい。

山の日


